
(57)【要約】

【課題】エンジン制御系とダイナモメータ制御系とを備

えた制御回路を用いて互いに連結されたエンジンとダイ

ナモメータとを所定の運転モードに基づいて制御するエ

ンジンダイナモメータの制御装置においては、両制御系

の応答性の相違による事前調整時間が多くかかる問題を

有している。

【解決手段】制御回路に判定調整部を設け、この判定調

整部にて前記エンジン制御に対する目標値と検出の偏差

値、及びダイナモメータ制御に対する目標値と検出の偏

差値とを求め、エンジン制御に対する目標値と検出の偏

差値に応じた信号をパラメータとしてダイナモメータ制

御系の信号に加え、この信号に基づいてダイナモメータ

の応答性、ゲインを調整するよう構成し、両制御系の制

御バランスを取ったものである。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
エ ン ジ ン 制 御 系 と ダ イ ナ モ メ ー タ 制 御 系 と を 備 え た 制 御 回 路 を 用 い て 互 い に 連 結 さ れ た エ
ン ジ ン と ダ イ ナ モ メ ー タ と を 所 定 の 運 転 モ ー ド に 基 づ い て 制 御 す る エ ン ジ ン ダ イ ナ モ メ ー
タ の 制 御 装 置 に お い て 、
判 定 調 整 部 を 設 け 、 こ の 判 定 調 整 部 に て 前 記 エ ン ジ ン 制 御 に 対 す る 目 標 値 と 検 出 の 偏 差 値
、 及 び ダ イ ナ モ メ ー タ 制 御 に 対 す る 目 標 値 と 検 出 の 偏 差 値 と を 求 め 、 エ ン ジ ン 制 御 に 対 す
る 目 標 値 と 検 出 の 偏 差 値 に 応 じ た 信 号 を パ ラ メ ー タ と し て ダ イ ナ モ メ ー タ 制 御 系 の 信 号 に
加 え 、 こ の 信 号 に 基 づ い て ダ イ ナ モ メ ー タ の 応 答 性 、 ゲ イ ン を 調 整 す る よ う 構 成 し た こ と
を 特 徴 と し た エ ン ジ ン ダ イ ナ モ メ ー タ の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 判 定 調 整 部 は 、 前 記 エ ン ジ ン 制 御 に 対 す る 目 標 値 と 検 出 の 偏 差 値 の 大 小 を 判 定 す る 判
定 手 段 と 、 こ の 判 定 手 段 に よ っ て 判 定 さ れ た 偏 差 値 に 対 応 し て ダ イ ナ モ メ ー タ 制 御 系 の 応
答 性 を 調 整 す る 調 整 手 段 を 有 し た こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ 記 載 の エ ン ジ ン ダ イ ナ モ メ ー
タ の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
第 １ の 制 御 回 路 と 第 ２ の 制 御 回 路 、 及 び こ れ ら 各 制 御 回 路 を 選 択 す る た め の 制 御 切 換 部 を
設 け 、 前 記 第 １ ， 第 ２ の 制 御 回 路 の う ち 何 れ か 一 方 に 判 定 調 整 部 を 設 け 、 こ の 判 定 調 整 部
に て 前 記 エ ン ジ ン 制 御 に 対 す る 目 標 値 と 検 出 の 偏 差 値 、 及 び ダ イ ナ モ メ ー タ 制 御 に 対 す る
目 標 値 と 検 出 の 偏 差 値 と を 求 め 、 エ ン ジ ン 制 御 に 対 す る 目 標 値 と 検 出 の 偏 差 値 に 応 じ た 信
号 を パ ラ メ ー タ と し て ダ イ ナ モ メ ー タ 制 御 系 の 信 号 に 加 え 、 こ の 信 号 に 基 づ い て ダ イ ナ モ
メ ー タ の 応 答 性 、 ゲ イ ン を 調 整 す る よ う 構 成 し た こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の
エ ン ジ ン ダ イ ナ モ メ ー タ の 制 御 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 エ ン ジ ン ダ イ ナ モ メ ー タ の 制 御 装 置 に 係 わ り 、 特 に エ ン ジ ン 側 と ダ イ ナ モ メ
ー タ 側 双 方 と の 制 御 精 度 バ ラ ン ス を よ く し て 応 答 性 を 向 上 し た 制 御 装 置 に 関 す る も の で あ
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 エ ン ジ ン ダ イ ナ モ メ ー タ の 制 御 装 置 で 過 渡 モ ー ド の 試 験 を 行 う 場 合 、 エ ン ジ ン 回 転 数 と
エ ン ジ ン ト ル ク を 制 御 し 、 規 格 に 定 め ら れ た 運 転 が 行 わ れ る 。 例 え ば 、 米 国 Ｅ Ｐ Ａ （ 環 境
保 護 庁 ） に よ る 車 両 総 重 量 ８ ５ ０ ０ ポ ン ド を 越 え る 車 両 に 搭 載 さ れ た エ ン ジ ン の 排 出 ガ ス
規 制 の 試 験 法 で あ る １ １ ９ ９ モ ー ド に よ る 過 渡 試 験 に よ れ ば 、 １ 秒 毎 の エ ン ジ ン 回 転 数 、
エ ン ジ ン ト ル ク 値 が 規 定 さ れ て お り 、 こ の 規 定 に 従 っ て エ ン ジ ン を 運 転 す る 。 運 転 時 の 目
標 と な る 回 転 数 及 び ト ル ク 値 と 運 転 結 果 （ 検 出 値 ） に よ る 回 転 数 、 ト ル ク 値 か ら 運 転 精 度
の 判 定 が 行 わ れ て 試 験 の 有 効 性 の 判 断 が な さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 通 常 、 エ ン ジ ン の 回 転 と ト ル ク を 制 御 す る 場 合 、
ａ ． エ ン ジ ン を 回 転 数 制 御 と し 、 エ ン ジ ン と 連 結 さ れ る ダ イ ナ モ メ ー タ を ト ル ク 制 御 す る
方 法 。
ｂ ． エ ン ジ ン を ト ル ク 制 御 し 、 ダ イ ナ モ メ ー タ を 回 転 数 制 御 と す る 方 法 。
の ２ 方 法 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ３ は 従 来 の 制 御 装 置 を 示 す 概 略 構 成 図 で 、 １ は 被 試 験 機 で あ る エ ン ジ ン 、 ２ は こ の エ
ン ジ ン １ と 連 結 さ れ た ダ イ ナ モ メ ー タ で あ る 。 ３ は Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 部 で 、 エ ン ジ ン 指 令 と 検 出
さ れ た エ ン ジ ン の 回 転 数 信 号 と の 偏 差 信 号 が 入 力 さ れ て Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 が 行 わ れ る 。 ４ は フ イ
ー ド フ ォ ワ ー ド 制 御 部 で 、 エ ン ジ ン 指 令 に 対 応 し た エ ン ジ ン 出 力 推 定 値 を 出 力 し 、 こ の 推
定 出 力 値 と Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 値 と の 和 信 号 が ア ク チ ュ エ ー タ 制 御 部 ５ に 印 加 さ れ 、 ア ク チ ュ エ ー
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タ を 介 し て エ ン ジ ン の 開 度 制 御 が 実 行 さ れ る 。 ６ は ダ イ ナ モ メ ー タ 用 の Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 部 で 、
ダ イ ナ モ 指 令 と 検 出 さ れ た ダ イ ナ モ メ ー タ の 回 転 数 信 号 と の 偏 差 信 号 が 入 力 さ れ て Ｐ Ｉ Ｄ
演 算 が 実 行 さ れ 、 イ ン バ ー タ 等 の 制 御 手 段 を 介 し て 速 度 制 御 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 な お 、 Ｅ Ｐ Ａ １ １ ９ ９ モ ー ド 対 応 の エ ン ジ ン ダ イ ナ モ メ ー タ の 制 御 装 置 と し て は 、 非 特
許 文 献 １ の よ う な も の が 知 ら れ て い る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 明 電 時 報 　 通 巻 ２ ４ ７ 号 　 １ ９ ９ ６ 　 Ｎ ｏ ． ２ 　 ｐ ３ ２ ～ ３ ９ 「 高 精 度
で 操 作 性 の よ い デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン 試 験 シ ス テ ム 」 （ 株 ） 明 電 舎 発 行
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ３ で 示 す エ ン ジ ン ダ イ ナ モ メ ー タ の 制 御 装 置 に お い て 、 前 述 し た 制 御 方 法 ａ の 場 合 、
エ ン ジ ン 指 令 は 開 度 設 定 信 号 で あ り 、 制 御 方 法 ｂ の 場 合 に は ト ル ク 設 定 信 号 と な る 。
一 般 に 、 ダ イ ナ モ メ ー タ の 制 御 応 答 は エ ン ジ ン に 比 べ て 非 常 に 速 い た め 、 ダ イ ナ モ メ ー タ
側 の 制 御 は 高 精 度 で 運 転 が 可 能 と な る が 、 エ ン ジ ン 制 御 は 応 答 制 御 遅 れ 等 に よ り 運 転 精 度
は 悪 く な っ て い る た め 、 エ ン ジ ン 制 御 の ゲ イ ン 調 整 や フ イ ー ド フ ォ ワ ー ド 制 御 部 ４ 等 を 設
け て 制 御 精 度 の 向 上 を 図 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 方 、 Ｅ Ｐ Ａ １ １ ９ ９ モ ー ド で は 、 エ ン ジ ン 回 転 、 ト ル ク 、 及 び エ ン ジ ン 出 力 に つ い て
ぞ ぞ れ 精 度 設 定 の 条 件 が あ り 、 前 述 し た 組 み 合 わ せ で は 、 ａ の 制 御 方 法 で は ト ル ク 精 度 が
よ く 、 ｂ の 制 御 方 法 で は 回 転 精 度 が よ く な る 傾 向 に あ る 。 し た が っ て 、 試 験 時 に お い て 運
転 精 度 が 規 定 値 を 満 た さ な い 場 合 、 学 習 運 転 や 制 御 ゲ イ ン 調 整 を 行 い 、 全 て の 精 度 判 定 が
満 足 と な っ た 状 態 で 排 ガ ス 試 験 を 行 う こ と に な る 。 こ の た め 、 学 習 運 転 や ゲ イ ン 調 整 は 調
整 運 転 や 判 定 確 認 試 験 の 都 度 繰 り 返 し 実 施 さ れ る た め 、 本 来 の 排 ガ ス 試 験 が 完 了 す る で に
多 く の 時 間 を 要 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 が 目 的 と す る と こ ろ は 、 制 御 装 置 の 制 御 精 度 を バ ラ ン ス よ く 向 上 さ せ 、
調 整 時 間 の 短 縮 で き る 制 御 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 第 １ は 、 エ ン ジ ン 制 御 系 と ダ イ ナ モ メ ー タ 制 御 系 と を 備 え た 制 御 回 路 を 用 い て
互 い に 連 結 さ れ た エ ン ジ ン と ダ イ ナ モ メ ー タ と を 所 定 の 運 転 モ ー ド に 基 づ い て 制 御 す る エ
ン ジ ン ダ イ ナ モ メ ー タ の 制 御 装 置 に お い て 、
判 定 調 整 部 を 設 け 、 こ の 判 定 調 整 部 に て 前 記 エ ン ジ ン 制 御 に 対 す る 目 標 値 と 検 出 の 偏 差 値
、 及 び ダ イ ナ モ メ ー タ 制 御 に 対 す る 目 標 値 と 検 出 の 偏 差 値 と を 求 め 、 エ ン ジ ン 制 御 に 対 す
る 目 標 値 と 検 出 の 偏 差 値 に 応 じ た 信 号 を パ ラ メ ー タ と し て ダ イ ナ モ メ ー タ 制 御 系 の 信 号 に
加 え 、 こ の 信 号 に 基 づ い て ダ イ ナ モ メ ー タ の 応 答 性 、 ゲ イ ン を 調 整 す る よ う 構 成 し た こ と
を 特 徴 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ２ は 、 前 記 判 定 調 整 部 は 、 前 記 エ ン ジ ン 制 御 に 対 す る 目 標 値 と 検 出 の 偏 差 値
の 大 小 を 判 定 す る 判 定 手 段 と 、 こ の 判 定 手 段 に よ っ て 判 定 さ れ た 偏 差 値 に 対 応 し て ダ イ ナ
モ メ ー タ 制 御 系 の 応 答 性 を 調 整 す る 調 整 手 段 を 有 し た こ と を 特 徴 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 第 ３ は 、 第 １ の 制 御 回 路 と 第 ２ の 制 御 回 路 、 及 び こ れ ら 各 制 御 回 路 を 選 択 す る
た め の 制 御 切 換 部 を 設 け 、 前 記 第 １ ， 第 ２ の 制 御 回 路 の う ち 何 れ か 一 方 に 判 定 調 整 部 を 設
け 、 こ の 判 定 調 整 部 に て 前 記 エ ン ジ ン 制 御 に 対 す る 目 標 値 と 検 出 の 偏 差 値 、 及 び ダ イ ナ モ
メ ー タ 制 御 に 対 す る 目 標 値 と 検 出 の 偏 差 値 と を 求 め 、 エ ン ジ ン 制 御 に 対 す る 目 標 値 と 検 出
の 偏 差 値 に 応 じ た 信 号 を パ ラ メ ー タ と し て ダ イ ナ モ メ ー タ 制 御 系 の 信 号 に 加 え 、 こ の 信 号
に 基 づ い て ダ イ ナ モ メ ー タ の 応 答 性 、 ゲ イ ン を 調 整 す る よ う 構 成 し た こ と を 特 徴 と し た も
の で あ る 。
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【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 上 の と お り 、 本 発 明 に よ れ ば 、 エ ン ジ ン 制 御 に 対 す る 目 標 値 と 検 出 の 偏 差 値 に 応 じ た
信 号 を パ ラ メ ー タ と し て ダ イ ナ モ メ ー タ 制 御 系 の 信 号 に 加 え 、 こ の 信 号 に 基 づ い て ダ イ ナ
モ メ ー タ の 応 答 性 、 ゲ イ ン を 調 整 す る よ う 構 成 し た も の で あ る か ら 、 エ ン ジ ン 制 御 系 と ダ
イ ナ モ メ ー タ 制 御 系 と の 制 御 バ ラ ン ス が よ く な り 、 事 前 の 調 整 運 転 に 要 す る 時 間 が 短 縮 さ
れ て 試 験 効 率 の 向 上 が 図 れ る も の で あ る 。
ま た 、 従 来 に お い て は 、 ダ イ ナ モ メ ー タ 側 に て ト ル ク 運 転 を 行 う と き 、 運 転 モ ー ド に よ っ
て は エ ン ジ ン の 回 転 が 追 い つ か な い 状 態 で 過 負 荷 を か け 、 エ ン ジ ン が ス ト ー ル 状 態 と な る
場 合 も あ っ た が 、 エ ン ジ ン 制 御 系 と ダ イ ナ モ メ ー タ 制 御 系 と の 制 御 バ ラ ン ス が 取 れ た こ と
に よ り 、 エ ン ジ ン の ス ト ー ル 現 象 も 防 止 で る 等 の 効 果 が 生 じ る も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 例 を 示 す 構 成 図 で あ る 。 同 図 に お い て 、 １ ０ は エ ン ジ ン 、 １ １ は
エ ン ジ ン の 回 転 速 度 を 検 出 す る 回 転 検 出 器 で 、 こ の 検 出 器 １ １ で の 検 出 信 号 は 加 算 部 １ ２
に 出 力 さ れ て エ ン ジ ン 指 令 Ｅ ｎ Ｓ と 逆 極 性 に 加 算 さ れ る 。 １ ３ は Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 部 で 、 加 算 部
１ ２ か ら 入 力 さ れ た 偏 差 信 号 に 応 じ て Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 を 実 行 す る 。 １ ４ は フ イ ー ド フ ォ ワ ー ド
制 御 部 で 、 こ の フ イ ー ド フ ォ ワ ー ド 制 御 部 は エ ン ジ ン 側 が 回 転 数 制 御 の 場 合 に は エ ン ジ ン
指 令 で あ る 開 度 設 定 値 を 取 り 込 ん で エ ン ジ ン 推 定 ト ル ク 出 力 値 を 加 算 部 １ ５ に 出 力 し 、 ま
た 、 エ ン ジ ン 側 が ト ル ク 制 御 の 場 合 に は エ ン ジ ン 指 令 で あ る ト ル ク 設 定 値 を 取 り 込 ん で エ
ン ジ ン 推 定 ト ル ク 出 力 値 を 加 算 部 １ ５ に 出 力 す る 。 加 算 部 １ ５ で は Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 部 １ ３ に よ
る Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 値 と エ ン ジ ン 推 定 ト ル ク 値 と を 加 算 し た た 後 、 ア ク チ ュ エ ー タ 制 御 部 １ ６ に
出 力 さ れ る 。 ア ク チ ュ エ ー タ 制 御 部 １ ６ で は 入 力 さ れ た 信 号 に 基 づ い て 図 示 省 略 さ れ た ア
ク チ ュ エ ー タ を 介 し て エ ン ジ ン ス ロ ッ ト ル を 制 御 す る よ う 構 成 さ れ る 。 そ し て 、 こ れ ら １
１ ～ １ ６ に よ っ て エ ン ジ ン 制 御 系 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ２ ０ は エ ン ジ ン １ ０ と 連 結 さ れ た ダ イ ナ モ メ ー タ 、 ２ １ は ダ イ ナ モ メ ー タ の 回 転 速 度 を
検 出 す る 検 出 器 、 ２ ２ は 加 算 部 で 、 こ の 加 算 部 に は ダ イ ナ モ 指 令 Ｄ ｙ Ｓ と 後 述 の 判 定 調 整
部 ３ ０ の 出 力 信 号 と が 印 加 加 算 さ れ 、 そ の 加 算 信 号 は Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 部 ２ ３ に 入 力 さ れ て Ｐ Ｉ
Ｄ 演 算 さ れ る 。 ２ ４ は イ ン バ ー タ 等 よ り な る 制 御 部 で 、 こ の 制 御 部 を 介 し て ダ イ ナ モ メ ー
タ ２ ０ が 制 御 さ れ る 。 そ し て 、 こ れ ら ２ １ ～ ２ ４ に よ っ て ダ イ ナ モ メ ー タ 制 御 系 が 構 成 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 判 定 調 整 部 ３ ０ に は 判 定 手 段 と 調 整 手 段 と を 有 し 、 エ ン ジ ン 制 御 系 の 指 令 値 と 検 出 値 、
及 び ダ イ ナ モ メ ー タ 制 御 系 の 指 令 値 と 検 出 値 と が そ れ ぞ れ 入 力 さ れ て 各 制 御 系 の 偏 差 値 が
求 め ら れ 、 エ ン ジ ン 制 御 系 の 偏 差 値 を 判 定 し て そ の 大 小 に 応 じ た ダ イ ナ モ メ ー タ 制 御 系 の
Ｐ Ｉ Ｄ の 比 例 ゲ イ ン や 応 答 性 を 調 整 す べ く 判 定 調 整 部 ３ ０ は 加 算 部 ２ ２ に 調 整 信 号 を 出 力
す る 。 そ の 際 、 判 定 手 段 は 、 エ ン ジ ン 指 令 値 Ｅ ｎ Ｓ と 検 出 器 １ １ に よ っ て 検 出 さ れ た エ ン
ジ ン の 回 転 速 度 信 号 と が 入 力 さ れ て エ ン ジ ン 制 御 に 対 す る 目 標 値 と 検 出 の 偏 差 量 を 判 定 し
、 こ の 偏 差 量 に 応 じ た 信 号 を ダ イ ナ モ メ ー タ 制 御 系 の 制 御 信 号 に パ ラ メ ー タ と し て 加 え る
。 調 整 手 段 は 、 求 め ら れ た エ ン ジ ン 制 御 系 の 偏 差 量 と 検 出 器 ２ １ に よ っ て 検 出 さ れ た ダ イ
ナ モ メ ー タ の 回 転 速 度 信 号 と ダ イ ナ モ 指 令 値 Ｄ ｙ Ｓ と の 偏 差 値 と を も と に ダ イ ナ モ メ ー タ
制 御 系 の 応 答 性 、 ゲ イ ン の 調 整 信 号 と し て 加 算 部 ２ ２ に 出 力 す る 。 加 算 部 ２ ２ で は ダ イ ナ
モ 指 令 値 Ｄ ｙ Ｓ と の 偏 差 が 求 め ら れ 、 そ の 偏 差 値 に 応 じ て Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 部 ２ ３ で Ｐ Ｉ Ｄ 演 算
を 実 行 し 、 こ の 演 算 信 号 に 基 づ い て 制 御 部 ２ ４ を 介 し て ダ イ ナ モ メ ー タ ２ ０ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 す な わ ち 、 エ ン ジ ン 制 御 系 が 運 転 モ ー ド に 応 じ て 制 御 が 精 度 よ く 追 従 で き ず 、 目 標 値 と
検 出 値 と の 間 に 誤 差 が 生 じ た と き に 、 そ の 誤 差 量 に 応 じ て ダ イ ナ モ メ ー タ 制 御 系 の Ｐ Ｉ Ｄ
パ ラ メ ー タ を 調 整 す る こ と に よ り 応 答 性 と ゲ イ ン が 調 整 さ れ る 。 し た が っ て 、 ダ イ ナ モ メ
ー タ 制 御 系 の 応 答 性 は 多 少 減 じ ら れ る が 、 エ ン ジ ン 制 御 系 と ダ イ ナ モ メ ー タ 制 御 系 と の 制

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-292014 A 2005.10.20



御 バ ラ ン ス が よ く な り 、 事 前 の 調 整 運 転 に 要 す る 時 間 が 短 縮 さ れ て 試 験 効 率 の 向 上 が 図 れ
る 。
ま た 、 従 来 に お い て は 、 ダ イ ナ モ メ ー タ 側 に て ト ル ク 運 転 を 行 う と き 、 運 転 モ ー ド に よ っ
て は エ ン ジ ン の 回 転 が 追 い つ か な い 状 態 で 過 負 荷 を か け 、 エ ン ジ ン が ス ト ー ル 状 態 と な る
場 合 も あ っ た が 、 エ ン ジ ン 制 御 系 と ダ イ ナ モ メ ー タ 制 御 系 と の 制 御 バ ラ ン ス が 取 れ た こ と
に よ り 、 エ ン ジ ン の ス ト ー ル 現 象 も 防 止 で る 等 の 効 果 が 生 じ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ は 他 の 実 施 例 を 示 し た も の で あ る 。
エ ン ジ ン ダ イ ナ モ メ ー タ の 試 験 装 置 に お い て は 、 試 験 す る 運 転 モ ー ド に よ っ て は 必 ず し も
ダ イ ナ モ メ ー タ 制 御 系 の 応 答 性 を 抑 制 す る こ と は な く 、 幅 広 い 試 験 設 備 を 設 置 す る た め に
は 、 図 ３ で 示 す よ う な 従 来 の 装 置 も 必 要 と す る 。 図 ２ は こ の よ う な 試 験 設 備 に 好 適 な も の
で 、 同 図 に お い て 、 Ｎ Ｃ は 第 １ の 制 御 回 路 で 、 図 １ で 示 す 制 御 回 路 が 用 い ら れ て 、 例 え ば
Ｅ Ｐ Ａ １ １ ９ ９ モ ー ド 時 の よ う な モ ー ド 運 転 用 と し て 用 い る 。 Ｔ Ｃ は 第 ２ の 制 御 回 路 で 、
こ の 制 御 回 路 Ｔ Ｃ は エ ン ジ ン 制 御 系 と ダ イ ナ モ メ ー タ 制 御 系 と が 干 渉 せ ず に そ れ ぞ れ 独 立
し た 制 御 系 を 有 し た 例 え ば 図 ３ の よ う な 従 来 よ り 既 知 の 回 路 が 使 用 さ れ る 。 Ｃ Ｃ は 制 御 切
換 部 で あ る 。
制 御 切 換 部 Ｃ Ｃ は 入 力 さ れ た 制 御 指 令 と 運 転 種 別 信 号 か ら 運 転 モ ー ド を 判 定 し 、 第 １ 若 し
く は 第 ２ の 制 御 回 路 を 選 択 し て 当 該 制 御 回 路 に 切 換 え る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 を 示 す 回 路 構 成 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 回 路 構 成 図 。
【 図 ３ 】 従 来 の エ ン ジ ン ダ イ ナ モ メ ー タ の 回 路 構 成 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 １ ０ … エ ン ジ ン 　
　 １ １ ， ２ １ … 検 出 器 　
　 １ ２ ， １ ５ ， ２ ２ … 加 算 部 　
　 １ ３ ， ２ ３ … Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 部 　
　 １ ４ … フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 制 御 部 　
　 １ ６ … ア ク チ ュ エ ー タ 制 御 部 　
　 ２ ０ … ダ イ ナ モ メ ー タ 　
　 ２ ３ … Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 部 　
　 ２ ４ … 制 御 部 　
　 ３ ０ … 判 定 調 整 部 　
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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